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はじめに

 年東京オリンピック・パラリンピック競技大会

を間近に控え，アスリートは自らの競技パフォーマン

スの向上や勝利を目的として，指導者やチームメイト

等とのコミュニケーションを図りながら日々の厳しい

トレーニングに取り組んでいる。その一方で，一部の

アスリートにおいて，現役期間中における高い自己投

入により，社会生活におけるさまざまな選択肢の中か

ら競技を最優先し，競技引退後の不適応につながる可

能性がこれまで指摘されている ）。これを裏付けるよ

うに，一部のアスリートや元選手におけるハラスメン

ト等の問題行動が複数の競技団体で報道される ）など，

深刻な社会問題として世間を賑わせている。このよう

な一部のアスリートによる問題行動によって，社会全

体におけるスポーツの価値を低下させてしまう可能性

があり，アスリートに対する教育支援が喫緊の課題で

あると考えられる。

これらの課題を踏まえ，日本スポーツ振興センター）

は，スポーツ指導者や団体に対してトップアスリート

としてのアスリートライフに必要な環境を確保しなが

ら，現役引退後のキャリアに必要な教育や職業訓練を

受け，将来に備える「デュアルキャリア」の施策推進に

向けた提案を行っている。その後，スポーツ庁を中心

として，アスリートへのキャリア教育プログラムの調

査や開発および実践といった，さまざまなキャリアサ

ポートが今なお活発に行われており ），東京オリンピ

ック・パラリンピック後も継続して行われることが，

アスリートの問題行動防止や望ましいキャリア実現に

むけて重要であるといえよう。その中で，大学に所属

して学業との両立を図りながら，競技に取り組む大学

生アスリート（以下「学生アスリート」と略す）におい

ては特に，キャリア教育支援が必要になると考えられ

る。なぜなら，学生アスリートはトレーニングや試合，

合宿や遠征等による時間的制約によって学業や就職活

動に支障をきたし，競技引退後のキャリアをスムーズ

に獲得することが困難になると指摘されている ）ため

である。したがって，学生アスリートに対する教育支

援について，大学側は現役生活を送る在学中に行う必

要があるといえよう。

 そのような学生アスリートに対する教育支援につい

て，近年ではライフスキル（：以下「」と

略する）という概念に着目した取り組みが活発に展開

されている。 とは「日常生活で生じるさまざまな問

題や要求に対して，建設的かつ効果的に対処するため

に必要な能力」）と定義される学習可能な心理社会的

能力であり ），目標設定スキルやコミュニケーション

スキル等が中核をなすスキルとして挙げられる。また，

アスリートを対象とした幅広い教育支援を実現するた

めに， プログラム研究会の発足やスタート教材が開

発されるなどの成果が報告されている ）。その中で，

島本ほか ）はアスリートに求められる  の  の側

面を明らかにし，その評価尺度を開発している。そし

て，本尺度を用いて，個人種目を実施するアスリート

における  と競技成績が正に関連していることが報

告されている ）））。また，先述したアスリートのキ

ャリア教育支援について，清水・島本 ）や   

は， が競技引退後のキャリア獲得を促進してい

ることを報告している。さらに， とキャリア獲得に

は「知見の広い，年齢にふさわしいキャリアを決定す

るための個人のレディネス」）等と定義される「キャリ

(Journal of Health Science, Kyushu University, 42: 87-95, 2020)
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ア成熟」が媒介変数として存在し，とキャリア成熟

にも正に影響すると指摘されている ）。キャリア成熟

とは，坂柳 ）が上述の定義をもとに，主に「人生や生

き方に対する考え方」であるとし，それを評価するこ

とができる「人生キャリア成熟尺度」を開発した。当該

尺度は，自己のキャリアに対しての「キャリア関心性」

（以下「関心性」と略す）や「キャリア自律性」（以下

「自律性」と略す），「キャリア計画性」（以下「計画性」

と略す）で構成されている。そして，福井ほか ）の示

した因果モデル（図 ）をもとに，山本ほか ）は大学

生柔道選手を対象に  がキャリア成熟に及ぼす影響

について性別などの個人属性から検証した結果，の

高次の側面である目標達成スキルや社会規範スキルが

キャリア成熟の複数の側面に正の影響を示したことを

明らかにしている。これらの研究に鑑みると，競技成

績やキャリア成熟に正に影響する  を教育支援に用

いることによって，学生アスリートに対する効果的な

教育プログラムが提供できると考えられ，その必要性

が挙げられる。また，学生アスリートの教育支援につ

いて，大学入学直後や進路選択を控えて就職活動に取

り組むなどの「時期（学年）」によって，指導内容や方

法は異なることが予想される。したがって，学生アス

リートの  がキャリア成熟に及ぼす影響を学年の違

いも含めて検討することが必要であると考えられる。

 そこで本研究では，学生アスリートを対象として 

がキャリア成熟に及ぼす影響について，福井ほか ）の

因果モデルをもとに学年ごとに検討し，効果的な 教

育プログラムの基礎的な知見を抽出することを目的と

した。なお，本研究では個人種目の「柔道」に着目する。

柔道は，年のリオデジャネイロオリンピックにお

いて つの金メダルを獲得し，年の東京オリンピ

ックでも活躍が期待される一方で，組織内での各種ハ

ラスメントや大学生選手の暴力問題等が問題視されて

いる ）。このような問題行動を防止するための教育支

援について検討するため，大学生柔道選手を調査対象

として取り上げる。

方法

．調査対象者および調査時期

調査対象者は，関東や関西地区の  つの大学に所属

している柔道選手  名を対象とし，その内，調査に

不備なく回答した 名（男子：名，女子 名，

平均年齢：歳，競技経験平均年数：

年）を分析の対象とした（有効回答率 ）。この調

査対象者は全日本学生柔道連盟の  部に所属し，全日

本学生柔道優勝大会および全日本学生柔道体重別選手

権大会（以下「インカレ」と略する）での優勝や入賞を

チーム目標として競技に取り組んでいる。なお，調査

時期は 年の 月中旬から 月中旬であった。

．調査内容

．基本属性

性別や年齢および学年，階級，段位，競技経験年数に

ついて回答を求めた。

．アスリートに求められるライフスキルの測定

島本ほか ）が，日本一を達成する等の優秀な競技成

績を残した指導者の実践的な経験をもとに開発した尺

度である。アスリートに求められる  を，「目標設定

（項目例：目標を達成するための計画を具体的に立て

ている）」，「コミュニケーション（項目例：同学年だけ

でなく，先輩や後輩，指導者ともうまく付き合ってい

る）」，「ストレスマネジメント（悩み事はきちんと話を

聞いてくれる人に打ち明けている）」，「体調管理（項目

例：適度な睡眠をとり，次の日に疲れを残さないよう

にしている）」，「最善の努力（項目例：なかなか成果が

出ない時でも，自分を信じて努力しつづけることがで

きる）」，「礼儀・マナー（項目例：対戦相手や審判に失

礼になるようなことはしない）」，「責任ある行動（項目

例：失敗から得た教訓を今後に活かしている）」，「考え

る力（項目例：周囲の人の考えをもとに，自分なりの答
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えを導き出すことができる）」，「謙虚な心（項目例：調

子の乗りそうな時でも，その気持ちをうまく抑えてい

る）」，「感謝する心（項目例：自分を支えてくれている

人への感謝の気持ちを，いつも胸に留めている）」の 

側面（各側面  項目，計  項目）から評価することが

できる。項目の評定は，「：とても当てはまる」，「：

まあまあ当てはまる」，「：あまり当てはまらない」，

「：全然当てはまらない」の  段階の自己評定で行い，

分析の際には選択肢の数値をそのまま得点化した。評

定値が高いほどスキルの獲得レベルが高いと解釈され

る。教示文は「競技場面を含めた日々の生活全体にお

ける様子についてお聞きします。以下の各々の項目に

ついて，現在の自分に最も当てはまる選択肢の数字 

つに丸印を付けて下さい」とし，調査対象者の競技場

面を主に想定した日常生活全般における現時点での様

子について回答を求めた。また，逆転項目の評定値は

当該下位尺度得点算出の際に反転処理された。

なお，「責任ある行動」については，その項目内容か

ら「同じような失敗を二度繰り返さないようにしてい

る」や「失敗をした時には，すぐにその分を取り返そう

と努力する」など，自らが失敗をした際に起こす行動

や態度と捉えることができる。そのため，山本ほか ）

と同様に，以後の分析では「個人の失敗事態に対する

挽回行動」（以下「挽回行動」と略する）と読み替えて

解釈することにした。

．キャリアに対する考え方の測定

坂柳 ）が「キャリアの選択・決定やその後の適応へ

の個人のレディネスないし取り組み姿勢である」とい

うキャリア成熟の定義（，）を踏まえ，キャリ

アを人生や生涯という視点から捉え開発した尺度であ

る。本尺度は，人生や生き方に対する考え方と捉えた

人生キャリア成熟のレベルを，自己の人生キャリアに

対して積極的な関心を持っているかを示す「関心性（項

目例：人生設計や生き方に役立つ情報を，積極的に収

集しようとしている）」，自己の人生キャリアへの取り

組み方が自律的であるかを示す「自律性（項目例：人生

や生き方には，自分で責任を持つ）」，自らの人生キャ

リアに対して将来展望を持ち計画的であるかを示す

「計画性（項目例：これからの人生や生き方について，

自分なりの見通しをもっている）」の  側面から評価す

ることができる（各側面  項目，計  項目）。項目の

評定は，「：とても当てはまる」，「：まあまあ当ては

まる」，「：どちらともいえない」「：あまり当てはま

らない」，「：全然当てはまらない」の  段階の自己評

定で行い，分析の際には選択肢の数値をそのまま得点

化し，評定値が高いほどキャリア成熟の程度が高いと

解釈される。教示文は「あなたの将来に関する展望に

ついてお聞きします。以下の各々の項目について，現

在の自分に最も当てはまる選択肢の数字  つに丸印を

付けて下さい」とし，現時点での人生や生き方に対す

る考え方について回答を求めた。なお，逆転項目の評

定値は当該下位尺度得点算出の際に反転処理された。

．手続きおよび倫理的配慮

調査では「日本体育学会研究倫理綱領」を踏まえ，調

査対象者に対する倫理的配慮を行った。まず，事前に

本研究者が各大学柔道部の部長や監督およびコーチに

対して，調査の目的や方法，対象者に対する倫理的配

慮について説明し調査協力を得た。具体的な倫理的配

慮は，「調査は無記名式であること」や「調査への協力

は強制ではなく任意であること」，そして「回答の内容

により，当該部内の競技者としての評価に影響が及ぶ

ことはない」という内容である。また，調査票の冒頭に

「調査結果はすべて統計的に処理され，個人を特定す

るものではない」ことや「調査への協力は任意である」

ことを教示文として示すことに加え，調査実施者から

口頭で伝えてもらった。なお，調査は郵送法によって

実施され，調査票の回収および返送作業は各チームの

監督およびコーチによって行われた。

．分析モデルの設定

大学生柔道選手をはじめとするアスリートは，日々

の競技活動を通じて  を獲得していることが先行研

究において明らかにされている。アスリートは，その

活動を通じて獲得された  をもとに，今後の人生や

生き方に対する考え方を成熟させていると考えられ，

現に個人種目を行うレスリングや柔道を対象として，

両変数間の関係性が検討されている ）。以上のこと

を踏まえ，本研究では大学生柔道選手における  を

独立変数，人生キャリア成熟を従属変数としたモデル
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（図 ）を設定した。当該モデルによって， 獲得と

キャリア成熟との関係を検討することができる。

 統計処理

分析ではまず， 獲得やキャリア成熟のレベルを学

年で比較するために一元配置分散分析を実施し，有意

な主効果が認められた場合には  の  法によ

る多重比較を行った。次に，図  の分析モデルの検討

を，高次の  を独立変数，人生キャリア成熟尺度の各

下位尺度を従属変数とし，大学生柔道選手における学

年の  群（「下級生（・ 年生，）」・「上級生（・

 年生，））ごとに共分散構造分析を実施した。

当該分析の際には， を山本ほか ）によって見出さ

れた大学生柔道選手における高次の側面を用いて実施

した。その理由については，分析結果の解釈を容易に

することや分析の際に発生する多重共線性を解消する

ためである。なお，山本ほか ）が示した  の高次の

側面は，「一般的な社会規範スキル（礼儀・マナー，謙

虚な心，感謝する心）」（以下「社会規範スキル」と略す

る），「目標達成スキル（目標設定，最善の努力，体調管

理）」，「コミュニケーションスキル（コミュニケーショ

ン，ストレスマネジメント）」，「問題解決スキル（挽回

行動，考える力）」の  側面であった。また，分析モデ

ルにおける適合度の評価には （   

），（ ），（ 

 ），（     

）を用いた。モデルを採択する基準につ

いて，，， はそれぞれ  から  までの値

をとり， に近づくほど適合が良いとされる。また，

とは以上がモデルを採択する基準とされ，

 が  に比べて著しく低下する場合は良いモデ

ルといえない ）。 については 以下がモデ

ルを採択する基準とされ， に近づくほど良いモデル

と判断される ）。本研究におけるすべての分析は， 

   と   を使用し，有意水準

は とした。

結果

．学年によるライフスキルと人生キャリア成熟の比較 

大学生柔道選手の  およびキャリア成熟の程度を

学年で比較した結果， の体調管理（ ＝）

と最善の努力（ ＝）において有意な主効

果が認められた（いずれも ＜）。その後の多重比較

の結果，ストレスマネジメントでは  年生の得点が 

年生よりも，最善の努力では  年生の得点が  年生よ

りも有意に高く示された。一方で，キャリア成熟の各

側面において有意な主効果は認められなかった。

．高次ライフスキルが人生キャリア成熟に及ぼす影響 

下級生の大学生柔道選手 

 まず，分析モデルの各適合度指標は，下級生におい

て ＝，，， であ

り，十分に基準を満たす値であった。モデル内に示す

有意なパス係数について述べると，問題解決スキルが

キャリア成熟のすべての側面に正の影響を示した（順

に，＝，＝，＝）。また，社会規範スキル

M SD M SD M SD M SD

①目標設定 10.75 2.69 10.29 2.47 10.31 2.58 10.11 2.67 1.27

②コミュニケーション 12.01 2.30 12.13 2.10 11.93 2.15 11.70 2.51 .89

③ストレスマネジメント 12.52 2.58 11.69 2.58 11.51 2.85 11.72 2.85 3.04* 1年＞3年

④体調管理 11.35 2.07 11.08 2.09 10.91 2.12 10.60 2.37 2.60

⑤最善の努力 12.36 2.47 12.05 2.32 11.66 2.11 11.51 2.47 3.23* 1年＞4年

⑥礼儀・マナー 13.08 2.27 12.75 2.37 12.21 2.40 12.71 2.59 2.53

⑦挽回行動 12.53 2.12 12.24 2.08 11.95 1.91 11.96 2.08 2.14

⑧考える力 12.14 2.06 11.62 2.11 11.41 1.94 11.64 2.05 2.55

⑨謙虚な心 12.21 1.94 12.14 2.04 11.99 1.93 11.93 2.08 .53

⑩感謝する心 13.83 2.09 13.41 2.00 13.18 2.09 13.28 2.29 2.06

⑪キャリア関心性 34.06 4.81 32.83 5.04 32.49 5.25 32.97 5.41 1.93

⑫キャリア自律性 35.87 4.92 34.30 5.55 34.02 5.32 34.54 5.50 2.61

⑬キャリア計画性 33.55 5.53 32.53 5.59 31.86 5.52 32.32 5.49 .13

† *p ＜.05

表1 大学生柔道選手の学年におけるライフスキルとキャリア成熟の一元配置分散分析と多重比較の結果（n =509）

多重
比較

1年生（n =107） 2年生（n =133） 3年生（n =121） 4年生（n =148） F値
（3, 505）
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は自律性（＝）に，目標達成スキルは計画性（＝）

にそれぞれ正の影響を示した。さらに，影響の説明力

を示す決定係数（）は，関心性が ＝，自律性

が ＝，計画性が ＝であった。

上級生の大学生柔道選手 

 モデルの適合度指標は，＝ ，，

，であったことから，概ね基準を

満たす値であることが確認された。モデル内に示す有

意なパス係数について述べると，社会規範スキルと目

標達成スキルがキャリア成熟のすべての側面に正の影

響を示した（社会規範スキル：関心性 ＝，自律性

＝，計画性 ＝；目標達成スキル：関心性 ＝，

自律性 ＝，計画性 ＝）。さらに，決定係数（）

は，関心性において ＝，自律性において＝，

計画性において＝であることが示された。また，

いずれの群においても高次の  におけるコミュニケ

ーションスキルや問題解決スキルは，人生キャリア成

熟に有意なパスが示されなかった。

考察 

．ライフスキルおよびキャリア成熟の学年差

 分析の結果，ストレスマネジメントと最善の努力に

 年生の得点が高く示されたことから，下級生は上級生

よりも  の一部において，その程度が高いことを示唆

している。島本ほか ）は，多様な競技種目を実施して

いるアスリート全般において上級生の方が  を獲得

していることを明らかにしているが，大学生柔道選手

を対象とした本研究結果は，その知見を支持しない可

能性がある。これは，清水ほか ）が効果的な教育支援

のためには特定の競技種目を対象とした検討の必要性

が示されたものといえる。

有意差が認められた  の各側面に着目すると，スト

レスマネジメントは，自らの悩みを相談相手に素直に

打ち明けるなどして，競技生活を主とした日々の精神

的健康度の充実を図るスキルを示している。入学直後

の  年生は，高校から大学への学校段階の移行による

生活や練習環境の変化等によって，大学生活に対する

不安を上級生よりも多く抱えている ）。そのようなス

トレスの対処方法として，親や友人もしくはチームメ

イトに悩み事を素直に話すなどして解決しようと試み

る機会が比較的多くあると考えられることから， 年生

の当該スキルの得点が高く示されたのではないか。ま

た，最善の努力は，日々のトレーニングにおいて辛く

厳しい状況に置かれても，我慢強く努力し続けること

を示している。先述のように，入学直後の  年生は，

新たな環境下で始まった学生生活に関して比較的強い

不安を抱えている ）とともに，多くの場合，競技場面

において上級生選手よりも競技力は劣っていることが

予想される。柔道では，相手と試合に近い形式で行う

練習方法があり，その中では自らの競技力より高い相

手と何度も練習を行って競技力の向上を図る。したが

って， 年生は競技力の比較的高い上級生に対して練習

を挑み，何度も投げられたり抑え込まれたりするなど

の困難な状況下に置かれても，自らの競技力を高める

ために努力し続けていると推察される。以上のことに

加え， 年生は大学卒業後のキャリア獲得に向けた進路

選択のための就職活動が開始され，競技のみに傾倒す

る機会が少なくなることから，当該側面の得点が低か

ったと考えられる。
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．ライフスキルがキャリア成熟に及ぼす影響 

次に，大学生柔道選手における 獲得がキャリア成

熟に及ぼす影響について，下級生と上級生に分類し，

群ごとに検討を行った。その結果，各群の分析モデル

における適合度指標は，それぞれ基準を満たす値であ

ることが示された。以下に，学年ごとにみられた選手

の特徴について考察を行う。

下級生の大学生柔道選手の特徴 

 大学生柔道選手の下級生において，問題解決スキル

がキャリア成熟のすべての側面に正の影響を示した。

問題解決スキルは，自らの課題や問題に対して対応策

や解決方法を自ら導き出すために必要な能力であり，

挽回行動と考える力で構成されている ）。そのため，

下級生は競技場面を含めた日常生活場面において自ら

の課題を考え解決しようと試みることが，柔道選手と

して，そして  人の個人としてのキャリアに対する考

え方を成熟させることが示唆される。特に，当該対象

者は下級生であり，競技者として柔道を行う期間が長

く，今後の人生について考える際には，柔道選手とし

てのキャリアを比較的強く意識していることが予想さ

れる。また，問題解決スキルを構成する両側面は「勝利

につながる心がまえ」として位置づけられ，アスリー

トとしての自己を支える側面である ）とされる。実際

に，大学生柔道選手において競技成績やキャリア成熟

に正の影響が示されていることから ），競技パフォ

ーマンスを発揮するための土台となるスキルであると

考えられる。したがって，下級生の大学生柔道選手は，

学齢的な特性によって，競技者としての考え方を比較

的強く持っていると推察されるため，直近の競技パフ

ォーマンス発揮に向けて，競技場面における自らの課

題を見出し，その解決方法を考えて解決しようとする

ことが，キャリアに対する考え方に直接的な影響を及

ぼしているのではないかと推察される。

 次に，社会規範スキルがキャリアへの取り組み方が

自律的であるかどうかを示す自律性に正に影響した。

社会規範スキルは，自らの感情や言動をコントロール

し，競技者として適切に振る舞うために必要な能力で

あり，礼儀・マナーや謙虚な心および感謝する心から

構成される ）。柔道に代表される武道では「礼」の意

味や心がまえが強調され ），選手は競技レベルの程度

に関わらず，長期にわたって指導を受けている。その

指導を継続して受けることによって，選手は礼の意味

等について経験的に理解し，身に付けていくと考えら

れる。このことに鑑みると，社会規範スキルが今後の

人生に対する自律的な考え方との間に関係性が認めら

れることは十分に考えられることである。さらに，目

標達成スキルが自らのキャリアに対する将来展望を持

ち計画的であるかどうかを示す計画性に正の影響を示

した。目標達成スキルは，自らが設定した目標を達成

するために，適切に体調を管理し，粘り強く努力して

いくことを示しており，目標設定や体調管理，そして

最善の努力を包含している ）。その中で，目標設定は

「目標を達成するための計画を具体的に立てている」

という項目内容がみられるように，自らの目標を達成

するための短期目標の設定などの計画的な目標設定や，

自らの能力に応じた段階的な目標が設定できることを

示している。また，体調管理について，柔道は階級制で

行われており，大会に出場するために多くの選手が減

量を行っている。その際の急激な減量は，心身のコン

ディションに悪影響を及ぼすことが報告されている ）

ことから，十分な競技パフォーマンスの発揮には計画

的な減量が必要であるといえる。これらのことから，

下級生の大学生柔道選手における目標達成スキルが，

今後の人生や生き方に対する計画的な考え方に肯定的

な影響を及ぼしたと推察される。以上のことから，下

級生の大学生柔道選手は学齢的な特性によって，選手

としてのキャリアを強く意識していると考えられ，自

らの将来的なキャリアに対しても，競技パフォーマン

ス発揮の土台となるスキルが正の影響を及ぼしている

と推察される。

上級生の大学生柔道選手の特徴 

 大学生柔道選手の上級生において，社会規範スキル

と目標達成スキルがキャリア成熟のすべての側面にそ

れぞれ正の影響を示した。このことから，上級生にお

いて自らの言動をコントロールし競技者として適切に

振る舞うスキルや目標を達成するために必要なスキル

は，今後の人生や生き方に対する考え方に肯定的に影

響していることが示唆される。まず，社会規範スキル

のキャリア成熟にみられた多様な影響は，上級生にな

ると就職活動やインターンシップ等によって一般的な
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実社会に関わる経験をすることによるものであると推

察される。それは，選手がこれまでの競技活動によっ

て培ってきた競技者として適切に振る舞うスキルだけ

ではなく，就職活動等での一般常識やマナー等を体験

することによって，一社会人としての幅広い礼儀やマ

ナーを身につけるとともに，自らの希望する職業や進

路選択について再考する契機になると考えられるため

である。このことを追認するように，社会規範スキル

は，同様にキャリア成熟のすべての側面に影響がみら

れた目標達成スキルよりも，関心性や自律性に比較的

強いパスの値が示されていることから，選手が自らの

今後のキャリアに対する興味や関心を抱き，主体的な

考え方を持っていることが示唆される。

次いで，目標達成スキルは，競技者としてのキャリ

アを切り開くための中心的なスキルであり ），自らの

競技力向上を目的とした大学での競技生活を通じて獲

得していくものであると考えられる。また，本結果は，

競技者として目標を達成するための日々の適切な体調

管理や我慢強く努力し続けることが，競技者としての

キャリアに加え，今後のキャリアに対する考え方を充

実させていく可能性が示唆される。その理由として，

大学での競技生活において，選手は自らと同様に目標

を達成するために日々のトレーニングを行ってきた，

所属する大学の先輩となる選手の卒業後の進路決定ま

での過程を直接的・間接的に触れる。さらに，多くの選

手が大学卒業を選手としてのキャリアの節目として競

技引退を考えることも多く，学年が進むにつれて卒業

後のキャリアについて考える機会が増加していくため

であると考えられる。また，目標達成スキルの  つに

位置づけられる目標設定は，先述のように，目標達成

までの期間を計画的に設定するスキルであることから，

社会規範スキルよりも計画性に比較的強いパスの値が

示されている。したがって，上級生の目標達成スキル

は自らのキャリアに対して計画的な考え方を示す側面

に比較的強い影響を持つことが示唆される。これらの

ことから，上級生の大学生柔道選手は自らの競技引退

を見据えて，大学卒業後のキャリアに対する考え方を

多様に成熟させていることが示唆される。

以上の考察を踏まえ，今後の主な課題について述べ

る。本研究は，両変数間の関係性について一時点の横

断調査によって検討した。今後は，清水・島本（）

のように，縦断調査などを用いて大学生柔道選手を対

象とした大学  年間にわたる  やキャリア成熟の経

時的変化を把握することが必要であるといえる。それ

により， などの変化に応じた適切な教育プログラム

の立案や実施が可能になる。このことを踏まえ，大学

生柔道選手に対する教育支援を，教育と競技の両側面

から実施していくことが，望ましいキャリアの実現に

は重要であるといえる。

まとめ 

本研究では，大学生柔道選手における  がキャリア

成熟に及ぼす影響について，学年差に着目して検討す

ることを目的とした。まず，調査対象者を下級生（・

 年生）と上級生（・ 年）に分類し，群ごとに共分散

構造分析を実施した。その結果，下級生は「問題解決ス

キル」が，上級生は「社会規範スキル」と「目標達成ス

キル」がキャリア成熟のすべての側面に正の影響をそ

れぞれ示した。このことから，大学生柔道選手は学年

によって，今後の人生や生き方に対する考え方に影響

を及ぼす  に違いがみられると考えられる。そのた

め，選手に対して直接的な指導を行う指導者や大学側

は，競技と教育の両側面から効果的な教育支援を実施

するために，当該スキルの獲得を促進する取り組みが

必要であるといえよう。
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年 月 日）

 坂柳恒夫（）成人キャリア成熟尺度（）

の信頼性と妥当性の検討．愛知教育大学研究報告，

教育科学，：．

 島本好平（）アスリートのためのライフスキ

ルプログラム再考． ，（）：．

 島本好平・東海林祐子・村上貴聡・石井源信（）

アスリートに求められるライフスキルの評価―大

学生アスリートを対象とした尺度開発．スポーツ

心理学研究，（）：．

 島本好平・米川直樹（）高校生ゴルフ競技者

に学研究，：．

 清水聖志人・島本好平（）大学生トップアス

リートのキャリア形成とライフスキル獲得との関

連．日本体育大学紀要，（）：．

 清水聖志人・島本好平（）男子大学生レスリ

ング競技者におけるライフスキルと競技成績との

関連．体育経営管理論集，：．

 清水聖志人・島本好平（）大学生トップアス

リートにおけるキャリア教育プログラム作成に向

けた縦断的検討．スポーツ政策研究，（）：

．

         

      

      

        

  ： 

 清水聖志人・高橋義雄・河野一郎（）大学運

動部の指導・運営内容差異による就職状況の比較

―レスリング競技者を対象として―．スポーツ産

業学研究，：．

 豊田秀樹（）による共分散構造分析．東

京大学出版会，．

 豊田則成・中込四郎（）競技引退に伴って体

験されるアスリートのアイデンティティ再体制化

の検討．体育学研究，：．

 ：川畑徹朗監訳（）ライフスキル

教育．大修館書店，．

 山本嘉一郎・小野寺孝義（）による共分

散構造分析と解析事例．ナカニシヤ出版，．

 山本浩二・垣田恵佑・島本好平・永木耕介（）

大学生柔道選手におけるライフスキル獲得が競技

成績に及ぼす影響．武道学研究，（）：．

 山本浩二・島本好平（）大学生柔道選手にお

けるライフスキル獲得がキャリア成熟に及ぼす影

響．体育学研究，：．
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